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大
暴
れ
の
『
春
木
川
』

栃
原
堰
堤
が
設
置
さ
れ
て
い
る
春
木
川

は
、
早
川
流
域
で
は
雨
畑
川
に
次
ぐ
大
き
な

支
流
で
あ
る
。

上
流
に
は
七
面
山
の
大
崩
壊
地
「
大
ガ

レ
」
在
抱
え
、
糸
曲
川
静
岡
構
造
線
の
関
係

で
地
質
自
体
が
も
ろ
く
、
そ
の
上
急
流
な
の

で
、
土
砂
の
産
出
量
流
出
量
が
非
常
に
多

い
.
以
前
は
流
路
が
頻
繁
に
変
わ
る
手
の
付

け
よ
う
が
な
い
畢
れ
川
で
、
寸
キ
チ
ゲ

l
川
」

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
明
治
時
代
に
は

数
回
の
出
水
が
あ
り
、
土
砂
が
堆
積
し
て
い

た
と
い
う
。
も
と
も
と
人
軍
は
な
く
、
山
林

と
多
少
の
農
地
が
あ
る
だ
け
だ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
明
治
団
年
に
内
務
省
の

技
術
指
導
者
で
お
雇
い
外
国
人
の

H
L

R

ム
ル
ド
ル
が
、
富
士
川
流
域
の
河
川
改

修
に
関
す
る
意
見
曹
を
提
出
。
そ
こ
に
は
、

かつての角瀬集落の織子.今は小学校や旅館が建

ち並，n、早川の中でも活気のある，帳簿だが、当時

は田んlまが広がり、lI:は数軒しか怠かった.

富
士
川
主
流
に
お
け
る
砂
防
の
重
要
性
が

説
か
れ
て
い
た
。

明
治
判
年
代
に
、
全
国
各
地
で
大
水
害
が

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
全
国
的
主
計
画
に

則
っ
て
宮
士
川
流
域
の
砂
防
事
業
が
本
格

的
に
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
春
木
川
で
置
初

に
作
ら
れ
た
の
が
栃
原
堰
堤
で
あ
っ
た
。

街
原
題
堤
、
大
解
剖
!

栃
原
堰
堤
は
、
「
樺
り
石
積
み
構
造
に
よ

る
重
力
式
組
石
コ
ン
ヲ
リ
l
ト
造
」
(
下
記

参
照
)
と
い
う
形
式
で
作
ら
れ
て
い
る
。

墨
画
の
石
積
み
(
石
貼
り
)
は
、
水
や
土
砂

か
ら
コ
ン
ヲ
リ

l
ト
を
保
護
す
る
役
目
が

あ
る
。
そ
の
た
め
、
長
年
の
使
用
で
、
所
々
補

修
さ
れ
て
い
た
り
、
石
が
剥
が
れ
落
ち
た
り

し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
補
修
は
部
分
的
で
、

竣
工
当
時
の
石
積
み
も
残
さ
れ
て
い
る
。
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重力式粗石コンヲリート遺」とは I

「練り石積み」と l立、石積みを(この喝合はコンク|目

リ トで)圃めてあるという愈昧で、司E力式J と|目

いうのは、壇曙自体の重さで土砂や水の重さに|目

耐えているという愈味。「粗石コンクリ 卜J と|目

いうのは、大きい石(粗石)を理ぜてあるコンク|目

リ トのことで、当時lまこれが一般的だった. I
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本煙堤{よ段)

昭和 7 写 9 月着工、周目和 8 空事 3 月俊工

高さ 10円、幅 60m

本寝堤の左上にはプ

レートが.続みづらいが

「樹原寝堤昭和八年峻

工Jと膨つである.

副纏纏(下Ill)

昭和 10 年 12 月省工昭和 11 年 7 月後工

高さ 4m 絹 "m



E罰百官爾置置理由司自

全飽きれいに。食事もできます.

草塩温泉がリニューアルオープン

早川で置も古い町営逼泉「草塩温泉」が、 4 月 14 日にリ

ニューアルオープンいたしました l 建物も撞り普えられ、

休憩室、脱衣所も明るくなりました.ロビーには、マッサー

ジ蝿も設置され、大満足間違いなし.

そして、 5 月から食堂もオ ブン.東京から移住された

すし騒人が厨房在仕切りますので、味も折り紙付きです!

入治平日/11 凹 -20 叩(火咽定休)

土日祝/ 10:00.....20:00
料金 1 回入浴/大人目 O 円、小人 200 円

休惣 (4 時間以内)/大人 1 ， 150 円、小人叩 0 円

休想( 1 日)/大人 1 ，500 円小人目 O 円

食'全日 11 羽...... 14:00、 16 凹-16 凹仙曜定休)

句.. .・coco向。m ・co•ギャラリー・
.コン

爾アルプス術書

問い合わせ克一「

「町営草塩温泉」
TEL.0556-45-2260
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早川の特産品、農産物をネット販売

早川旬の直送便 web サイト開設!

ゃまだらけ編集部がある NPO 法人日本上流文化圏研究

所では、この度、早川旬由直通置のホームページを開般し

ました。阜川町田旬田特産物や特産品、芸情家や作家さん

のクラフト類等が掲載されており、ネット上で購入する

事ができます.

これまでに「ゃまだ

らけ J で紹介した曙晶

も掲載されていますが、 凡

。ネットむらいつでも手 ーーニ=ーー一ー
軽に注文が可能です. 一一王ご一

:ぜひ、ご活用下さし」も F4EZ 里悶
ちろん、全員割引も適 4L 一二三了

用されます! ｱ21

URL:http://shop.jorvuken.net/
問い合わゼ先

円NPO 法人日本上流文化圏研究所 J
TEL.0556 ト45-2160 FAX.055E ト45-2268
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園田..

幽ー

..干須和主導会のブルベ リ 農園で

摘み取り体験、今年も始まります l

今回、旬の直通亜でご紹介し

た千須相主導幸田ブルーペリー。

実は、畑で摘み取り体験もやっ

ているのです.なんと 40 分 700

円で、貴べ敢題+お土産付吉 l

早川町にお越しの際は、ぜひ

お訪ねください。

得ザ1:1 /7 月 1 目、 9 月下旬(休みなし)

時間 /9 凹-16 ∞ キ須組

価格/大人 7凹円、小人担 0 円(小学生まで)

内容 /40 分食べ放圃 100g のお土産付き民←一一
、 ‘!!IJ師鱒
..似品一 司司陶--

問い合わぜ@し込み免 町パーーニ
「干須和主導会廿惜:鍾月 IJI 帽トL ネル

百し 0556-45-25刀| 小網

宮崎ぜ棚

一四時
膏アルプス街道

ヱヱヱ旦ヱヱエヱヱ 器密

間
光
←
館
副

明
観
町
旅
四

?
屋
工
屋

H

Z

俵
崎
山
俵
酬

一
弘
稲
川
*

ーー
早川町で感動体騒を

光源の里温泉 へルシ一美里

南アルプス邑野鳥公園

浜田屋商店
電話 0556·48·2311

ご予納・あ、聞い吉わ信

TEL/0556-48-2621
阿出川 m拘N.hayaka 納砲唱。。 αn' hm泡.<DI

生命保険 ...保険の ζとfよら

韓式会社 さいとうエージェンシ­
t乱055-280-3360 faぇ，055-280-3361

自動車販売オートリースレンタカーのことなら

有限会社 S ・ T'E ・ p
tel055-280-3350

|パ山町民附闘帽店、目
プリンタ一、コピー繍!IDl1ザプライ

~~4~ ・積織(有)
〒409-3244

山梨県西八代層摩市"'三郷町省間 2077

TEL.0556-32-1003 FAX.0556-32-'004

.



富
士
川
流
域
で
明
治
末
か
ら
昭
和
初
期

に
作
ら
れ
た
砂
防
施
設
は
い
く
つ
も
あ
る

が
、
土
石
流
な
ど
の
彫
'
で
補
修
直
修
が

行
わ
れ
、
当
初
の
姿
を
と
ど
め
て
い
泣
い
も

の
が
多
い
.
そ
の
中
で
、
栃
原
堰
堤
は
峻
工

当
時
白
状
態
が
比
較
的
良
野
草
状
態
で
保

存
さ
れ
て
い
る
.

デ
ザ
イ
ン
の
面
で
は
特
置
す
べ
き
点
は

な
い
も
の
の
、
石
を
踏
め
た
コ
ン
ウ
リ

l
ト

の
外
側
を
石
積
み
が
覆
う
と
い
う
工
法
は
、

当
時
の
技
術
在
示
す
も
の
と
し
て
歴
史
的

に
貴
重
で
あ
る
.

砂
防
唄
に
縫
り
込
ま
れ
た

砂
防
工
事
の
儀
子

望
月
け
古
代
さ
ん
は
現
在
幻
歳
.
栃
原
理

埋
の
建
設
工
事
に
作
聾
員
と
し
て
関
わ
っ

た
、
自
称
お
そ
ら
く
唯
一
の
生
き
証
人
.

「
昔
は
ほ
と
ん
ど
手
(
作
車
)
だ
も
の
ね

J

と
、
苦
労
在
語
る
.
け
さ
代
さ
ん
が
工
事
に

行
っ
て
い
た
の
は
、
事
沢
に
住
ん
で
い
た

崎
、
円
歳
の
娘
時
代
の
密
だ
.
地
下
足
袋
に

長
い
靴
下
、
腰
暑
苦
在
し
て
、
「
ち
っ
ぱ
し
り

(
尻
は
し
よ
り
ど
と
い
う
出
で
立
ち
で
作
車

に
行
っ
て
い
た
そ
う
だ
.

け
古
代
さ
ん
か
ら
、
『
砂
防
頃
』
と
い
う
数

え
歌
を
教
え
て
も
ら
っ
た
.
当
時
、
み
ん
な

で
よ
く
歌
っ
た
そ
う
だ
.
作
者
は
分
か
ら
泣

い
が
、
内
務
省
の
人
で
は
な
い
か
と
い
う
.

E月 11さ代さん (93 歳、'"村在住}

当時の織子を今でもよく覚えて

いる.砂防唄を周かぜていただい

たが.なかZまかの美声.

当
時
白
描
冊
子
在
、
敢
闘
を
元
に
紐
解
い
て
み

た
い
.

「
人
よ
り
早
よ
歯
車
て
早
よ
起
き
て
」

「
暗
い
夜
道
を
急
ぎ
行
く
」

「
み
ん
怠
輯
早
く
か
ら
仕
事
に
行
っ
E

だ
よ
.
」
そ
の
E
め
、
作
業
員
は
、
朝
、
暗
い

う
ち
に
家
主
出
て
、
提
灯
在
下
げ
て
歩
い

て
来

E
と
い
う
.

都
川
や
馬
燭
(
硯
島
)
、
遠
く
は
新
車

(
三
里
)
か
ら
現
蝿
に
通
う
人
芭
い

E
と

い
う
・
「
寄
易
じ
ゃ
怠
か
っ

E
だ
よ
。
皆
、

足
で
(
H歩
い
て
)
来
E
だ
ち
の
.
」

「
申
帝
T
す
天
野
吉
ん
」

「
天
野
さ
ん
」
と
陪
監
舗
の
名
前
.
栃
原

堰
爆
国
内
務
省
由
直
鰭
工
事
で
作
ら
れ

E
の
で
、
現
場
の
監
箇
芭
内
務
省
の
髄
員

だ
っ

E
.

「
四
方
に
方
か
札
て
穂
ぎ
い
く
」

工
事
の
作
業
回
、

い
ろ
い
ろ
と
あ
る
.

コ
ン
ヲ

リ

l

ト
の

何
料
と
な

る
パ
ラ
ス
(
砂
利
)
や

砂
な
ど
の
運
館
、
石
の
運
施
、
コ
ン
ヲ
リ

練
り
、
中
つ
つ
き
(
流
し
込
ん
だ
コ
ン
ヲ

リ
l
ト
在
、
木
や
金
属
の
棒
で
つ
つ
い
て

空
気
歪
扱
く
作
業
)
な
ど
。
石
積
み
の
作

業
は
、
専
門
の
臨
人
が
行
っ

E
そ
う
だ
。

工
事
に
使
っ
疋
砂
利
や
石
は
、
現
場
近

く
で
探
集
さ
れ
、
運
鰍
ほ
、
古
つ
こ
と
呼

ば
れ
る
寵
で
行
っ

E
。
け
さ
代
さ
ん
日
く

「
芭
っ
こ
担
ぐ
の
が
一
番
え
ら
か
っ

E

(
H
大
変
だ
っ
た
)
ね
え
。
」

「
砂
防
エ
事
由
賑
や
か
古
」

当
時
日
本
は
昭
和
恐
慌
に
見
舞
わ

れ
、
鰻
山
村
の
疲
興
が
大
き
か
っ

E
.
そ

の
E
的
‘
就
労
確
保
策
と
し
て
曽
周
匡
教

(
き
ょ
う
き
ゅ
う
)
事
業
と
呼
ば
れ
る
公

共
事
業
が
行
わ
れ

E
。
栃
原
堰
堤
の
工
事

zニタ

F方

※取開 1;Z; 11さ代さんの四聞から・きおこしました.70 年以よ舗の由来.ですので、本当に慣われていた敏聞と多少遭うところがあるかもしれまぜん.
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ち
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
け
さ
代
さ
ん

回
、
「
そ
っ
ち
こ
っ
ち
か

5
(
働
き
に
)
来

て
E

の
。
」
と
語
る
。

当
時
の
内
務
省
の
資
料
に
芭
、
「
(
労
働

者
協
)
主
と
し
て
事
業
区
域
E
る
本
建
村

及
び
そ
の
隣
村

5
箇
村
一
部
の
住
民
に

し
て
そ
の
出
役
状
況
良
野
怠
り
」
と
あ

り
、
工
事
に
関
わ
っ
た
住
民
が
多
か
っ

E

こ
と
在
物
語
っ
て
い
る
。

「
普
の
砂
防
は
影
宅
な
い
」

ム
ル
ド
ル
の
意
見
書
に
基
づ
い
て
、
明

治
旧
年
か
5
周
辺
年
ま
で
の
聞
に
、
春
本

川
の
、
現
在
の
仲
島
堰
堤
辺
り
に
堰
堤
が

築
か
れ

E
。
そ
れ
が
「
昔
の
砂
防
」
だ
。

だ
が
そ
れ
回
、
空
積
み
と
い
う
、
石
を

固
め
ず
に
積
ん
だ
だ
け
の
ち
の
だ
っ
走
。

そ
の

E
め
、
後
の
出
穴
J
で
流
さ
れ
て
し
ま

い
、
栃
原
逗
堤
の
工
事
の
頃
に
は
「
影
琶

な
い
」
状
態
だ
っ
走
。
そ
の
間
切
年
弱
。

栃
原
理
堤
は
、
補
修
な
ど
を
量
ね
て
い

る
と
は
い
え
、
ω
年
近
く
経
っ
た
舎
日
で

芭
し
っ
か
り
と
そ
び
え
、
そ
の
機
能
在
果

E
し
て
い
る
。
ま
さ
し
く
「
コ
ン
ワ
リ

卜
は
文
明
」
だ
っ
た
の
だ
。

「
終
わ
D
の
悼
唱
が
鳴
る
」

「
名
札
を
セ
ら
い
受
け
」

鐘
が
終
業
在
知

5
せ
る
。
帰
る
時
に
は

事
務
所
で
自
分
の
名
前
が
書
か
れ
た
札

在
受
け
取
る
。
こ
の
名
札
在
事
務
所
広
出

す
こ
と
が
出
勤
の
印
だ
っ
た
そ
う
だ
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
半
年
桂
、
栃
原
堰
堤

は
完
成
し
た
。
だ
が
、
上
が
ら
滝
の
よ
う
に

落
ち
る
水
に
川
底
が
削
ら
れ
て
し
ま
い
、
堰

堤
が
倒
れ
る
恐
れ
が
出
て
来
た
。
そ
こ
で
氷

の
勢
い
を
弱
め
る
た
め
、
昭
和
叩
年
に
副
堰

堤
が
作
ら
れ
た
。
現
在
は
さ
ら
に
そ
の
よ
に

嵩
上
げ
工
事
が
施
さ
れ
て
い
る
。
実
に

3
段

の
堰
堤
で
あ
る
。

栃
原
纏
涯
が

も
た
ら
し
た
も
の

石
貼
り
相
石
コ
ン
ヲ
リ
卜
造
の
栃
原

堰
堤
が
作
ら
れ
て
か
ら
円
年
。
砂
防
技
術
怯

飛
躍
的
に
進
歩
し
た
。
早
川
流
域
に
色
、
大

き
な
も
の
か
ら
小
さ
な
も
の
ま
で
数
多
く

の
堰
堤
が
入
り
、
土
砂
災
害
で
大
苦
な
磁
害

が
出
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。

角
瀬
の
集
落
や
七
面
山
登
山
口
周
辺
は
、
役

町

昭
和
の
初
め
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
何
も
な
馴

か
っ
た
。
や
が
て
角
瀬
に
は
水
回
が
開
か

れ
、
今
で
は
南
ア
ル
プ
ス
プ
ラ
ザ
や
南
小
学

校
南
保
育
所
が
あ
り
、
旅
館
や
土
産
物
屋

が
並
ぶ
、
賑
や
か
な
地
域
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
も
、
お
そ
ら
く
栃
原
堰
堤
と
そ
れ
に

続
く
一
連
の
砂
防
事
業
の
結
果
な
の
だ
ろ

う
。
春
木
川
に
は

2
0
1
0

年

5
月
現
在
お

基
の
砂
防
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
今
の

所
、
春
木
川
に
新
た
な
堰
堤
の
建
設
計
画
は

な
い
も
の
の
、
土
砂
の
生
産
源
で
あ
る
山
腹

在
固
め
る
工
事
は
進
め
ら
れ
て
い
る
。

近
年
は
、
河
川
環
境
の
保
全
や
、
川
か
流

れ
着
い
た
先
の
砂
浜
の
保
全
な
ど
に
関
心

が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
ワ
、
全
国
的
に

は
、
こ
こ
叩
年
く
ら
い
で
ス
リ
ッ
ト
式
の
堰

堤
が
導
入
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た

タ
イ
プ
で
は
、
魚
の
遡
よ
な
ど
も
あ
る
程
度

は
可
能
で
、
急
激
な
土
砂
の
流
下
在
止
め
る

屋圏

夜子沢糧堤\

赤況

昭和初期の角瀬の織子.現在の早川南

小学校付近を開墾する兜量生徒.

出典 f呂で見る"やかわのuと歴史』早川

町(平成息年)

一
方
で
、
あ
ま
つ
大
き
く
な
い
土
砂
は
少
し

ず
つ
流
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

だ
が
残
念
な
こ
と
に
、
昭
和
制
年
の
災
害

で
被
害
が
大
き
く
、
そ
の
後
の
砂
防
計
画
の

中
で
、
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
堰
堤
が
作
ら

れ
て
き
た
早
川
流
域
で
は
、
ス
リ
ッ
ト
式
の

堰
堤
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
た
ス
リ
ッ
ト
式

で
も
、
従
来
の
堰
堤
と
比
べ
て
膨
署
が
少
な

い
だ
け
で
、
影
響
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

そ
れ
で
も
、
人
間
生
活
の
安
全
便
利
や

豊
か
さ
を
守
り
な
が
ら
、
河
川
環
境
あ
る
い

池の訳纏堤

池の訳第二纏堤\

曹
J本

書木III第二鵬 VI
大春木下流纏堤よま

七面山棚田山口y
沓木川第纏糎

大容木上流纏堤務/
タル沢堰堤

企

七面山

春木川上流では、七面山の大

ガレから膨大な畳の土砂が流

出し腕けている.大春木床固

群も、そのほとんどが埋って

韮が見えない.

3

.考資桝有形文化財登録候補施般『砺原堀場U 竃貝異管制所.考賀県

圏全交通省関東地方餐備局富士'"砂防.絡所(平成"写，m



は
生
態
系
を
も
保
全
し
て
い
く
た
め
の
努

力
は
不
可
欠
だ
。
そ
れ
は
、
砂
防
の
技
術
面

で
の
改
良
で
も
あ
る
し
、
私
た
古
←
人
ひ

と
り
が
、
ど
う
い
っ
た
砂
防
事
業
が
ど
れ

く
ら
い
必
要
な
の
か
考
え
、
選
ん
で
い
く

こ
と
で
も
あ
る
は
ず
だ
。

「
今
は
文
明
、
コ
ン
ヴ
リ

l
卜
」
と
歌
わ

れ
た
時
代
か
ら
、
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人

へ
L
と
い
う
政
策
が
示
さ
れ
る
時
代
へ
。
そ

れ
だ
け
の
時
間
が
し
み
込
ん
だ
栃
原
堰
堤

を
眺
め
る
。
石
貼
り
の
堤
体
は
苔
む
し
て
、

川
の
流
れ
で
自
然
に
削
ら
れ
た
く
ぼ
み
か

ら
水
が
流
れ
落
ち
る
。
長
い
時
間
を
経
て
、

栃
原
堰
堤
は
も
は
や
春
木
川
と
共
存
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。

古
い
堰
堤
が
教
え
て
く
れ
る
の
は
、
か

つ
て
の
技
術
や
苦
労
だ
け
で
な
く
、
砂
防

や
暮
ら
し
と
自
然
環
境
と
の
今
桂
立
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
。

100 年以上続く伝統の野菜 1

「茂倉うりの冷汁セット」

現在の角瀬.阜川南小学校、高アルプスプラザ、食堂、
旅館、タクシ 会社、薬屋、などが立ち主主ぷ.

早川町茂書(もぐら)集落で 100 年も前から自家採取

されてきた茂吉う 1)0形はずんぐりむっくり、向厚で章ら

かくみずみずしいのが特徴です。茂吉では、暑い璽に「冷

;十J にして、ご飯や董飯にかけて食べるのが定番。その他

にも、乱切りにして味噌とおかかをまぶした「みそっころ

がしJ も最高です。垣年好評の冷汁セットを今年も用意し

ました。どうぞお鼠しください。

早川町の新しい特産品

「千須和主導会の生食用ブルーペリー」

遊休農地在解消しようと、地元の方々が尭起して植えた

ブルーベリー。苦労の末、 7年経っておいしい実をつけるよ

うになりました.甘みと酸障のバランスが絶妙。眼精疲労在

改善し、視力回檀にも効果があると言われています。冷凍楳

存 OK I 手作りジャムにもいかがでしょうか 7採れたてを

お送りします。 価格/通常 1 ，8∞円+送料

会員 1 ，620 円+送料

向容/茂倉うり 6 本、
えごま 100g

味噌 1∞9、
育じそ、ネギ適星

発送/7 月下旬から

注文廟に発送

締切/7 月 20 B(火)

価絡/通常 3日円 /1009+送料

会員 315 円 /100g+送料

内容/1009 単世で 100gから 1同まで

※1009=的， 00"-140 粒

発送/7 月上旬より主主順に発送

続切/8 月 9 日(月)

山葡萄ワイン在費沢に使った

「ワインゼリー恋紫の詰め合わせ」
ご当地アイスの決定版!

「雨畑茶アイスとポポアイスの詰め合わせ」

川曹が陣りおいしいお茶が採れる雨畑地区由晴畑茶」白粉在

賀沢に使ったアイスと、バナナとマンゴ 在足したような味わい

の、幻のフル ツ「ポポ」田アイスクリ ム田セットですa これか

らの暑い季節には欠かせないアイスです。この機会にどうぞ、ご

貰味〈ださいo .雪男雲哩F・E

価繍/通常 1 ，8∞円+送料

会員 1 ，620 円+送料

向容/6個(雨畑茶アイス 3 個

+ポポアイス 3 個)

※ 1 個の容量は 120同

莞道/;主主順に順次発送
締切/なし.通年受け付けます.

送料は全ての商品の基本料金が、普通便 740 円クール置 950 円で

関西、中園、四園、九州、東北、北海道は+100 円 ........420 円かかります。

価梅/週前 1 ，5四円+送料

会員 1 ，370 円+送料

向容/ '2 個
発送/お中元の場合 7 月 1 日から注文順に発送

お中元でない場合連文聞に廟次発送

iii切/お中元の場合 7 月 12 日(月)

お中元でない崎合随時畳付

早川町特産白山ぶどうワイ

ン「恋葉」在使って夏に嬉しい

ゼリーを作りました。山ぶど

うワインの風味がそのまま味

わえる賀沢な 晶です。贈害

用にも喜ばれますo (山ぶどう，町

ワインの風味そのままなので、「な

お子織やアルコールの苦手な阜夕

方はお控えください0) •

~注文・お問い合わせ先はrNPO 法人日本上流文化圏研究所(ゃまだらけ編集部)Jまで~

TEL.0556-45 ・2160 (9:00-17:30) FAX.0556-45 ・2268 E-mailshop@joryuken.net
注文書氏名、住所、電話醤号お送り先氏名、世所、電話番号、商品名、数量をご遁噛下さい.ファックスメ jしの喝合折り返しご遥暗いたし

ます o 3 日縫っても連絡がない漕合は、お手数ですが電話でお問合せくださ "0 支払いは、商品と 緒に請求.をお送りしますので、指定の

金融機関へお握込みください. ※会員と I~ 、早川ザポーターズクラブ、及び N同法人日本上流文化圏研究所の会員のことです.
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d弘幻想…一蹴
「ホタル見ナイト」

普段は入れない夜の野鳥公園を、ホタル

が飛び交う期間だけ特剖にご薬内しま

す.野鳥公園人重度の明かりが届かない、

野鳥公園で、闇夜の中のホタルを楽しみ

ましょう.

また、コウモリなどの夜に活動する生きも

のたちも探します.

日時 6 月 1B 日(金)-7 月 4 日(日 )19:15......20:45

会渇南アルプス芭野鳥公園

費用大人 1 ，500 円、小人田0 円(税制

※中学生以下は保護者同伴で.また早川町内の宿泊施

般をご利用の方は大人工000 円、小人目O 円に f
定員 20 名(参加当日の 18: 00 までに要申込)

集合 19氾O までに野鳥公園駐車喝

ヘルシ 美里の宿泊と翌日のネイテャ ガイドがセットに

なったお得なプランもあります.欝細はお問い合わせ下さい.

回匝‘UAll函 tlri:.1i:'-.=.i竹E・・I・・ 1:1・..・町市TI: TI~t

..オープニング第一弾 1
「はやかわの子どもたち作品展」

早川町の将来を担う町内 3 校の小中学校と、保育園の子供

たちの作品を集めた展覧会です.

期間 6 月 1 日(火 )-30 日(水 )10:00......17:00 伺火は休館)

会渇はやかわ創造空間 α醐'oto

企画に関するお閉会せ I~ 早川町役場復興課宮町田 45-2511

早川町教育委員会密由 56- 45-2547

イベン卜、ツアー情報

..森…純一 1一…ズ「夏休み子どもキャンプ」

南アルプスの盤、南アルプス邑野鳥公閣で

キャンブをしませんか?昆虫揖集や川遊びはも

ちろん、生きものたちのように、森 lこか〈れ家を

作って遊びます.森の生きものたちがもっと好

きになる、 2 泊 3 日のキャンブです.

日時 7 月 26 自国) -2B 自体)

会場南アルプス臣野鳥公園

対象小学 1 年生~中学 1 年生

参加費 30 ，000 円(宿泊費、食費、プログラム賞、障害保険料込み)

定員 20 名 (7 月 20 日までに聖申込 I I
.開園

鮮しい酬をお送りし訂. 制品問問暗主E 雪trrLシ醒

問い合わせ 申し込み先

「南アルプス邑野鳥公園J
TEL&FAX 0556-48-2288
e- mail:y 副-"嗣 wa -eco .com

附叫ん w州抑制 kawa 開閉 olv ぉ同/

J;di泡島

『圃」
・郷土資事再館
.厚 JIIj凶、

日本硬い木で素敵な道具を作るう! ..,.‘
@奈良回の木を使った工作教室・園箇畠轟
早川町奈良国産の木材ミネ jてリ(オノオレカンパ1 で作ります l

*マイ箸作 I) 1 ，000 円(材料費込み)

食力卜ラリー作 IJ/スプーン 1 ，凹0 円{材料費込み)

*お玉作 I) 3，凹0 円(材料費込み)

@幻の奈良回コマ「ずんどう作り」体験
*早川町の里山木村で管ながらのコマを作ります.

体験料金 2凹O 円(材料費込み)

食円帥かわ創造空間 C町田OTOJ と I~* 早"官.開化財団

早川町の中心に位置するこの喝所で、老朽化し E 啓司i!i.!llll

た施飯を何か役立てる司院ができ怠いかという発 1 [2.聖空型E

懇の下、町が1I備しました.

町内活島家の文化芸術を紹介した fム早川町の

歴史や文化を体験していただ〈飽鮫として活用

していきます.順次、企画展等も開催しますので、

お気軽にお立ち寄り下さい.

期3間 7 月 3 日(土)-25 日(日)

10 凹-17 凹(月火 I;; 休館)
会湖はやかわ創造空間 αぉαoto

対象小学生以上.要予約(ギャラリー

オゴンの湖上照生が指導します.

完成まで 30- 印分かかります J

定員 4 名

早川 同副 司予告わせ申し込み先「早川創造空間 COCOROTOJ
住所山梨県南巨摩郡早川町保 1525 TEL:0556-45-2770

=

こだわり食給、はじめました!

『随臓レい"お手頃.繕"・.J
店直・エ・直売シリーズ

E芋|謙三|医院恵..II!いいとみ直売II;

回忌|観|スーパー岩田屋

問
h嶋

命
帆J
J
a

温

A可

4
守

山
咽
'
a

'
旬
、
.

llk1，63 0 tJl lill 眠の幡町明日岡崎一山輔君雌

企てのお "B. .J."l!I..'棒ンャワーに.るまで湾 a弘樹 )1.

日本彊績のプロフエツシヨナル

望月工務店
干40 9- 2713 山梨県商巨摩郡早川町保 1792

花L.0556-45-30 16 FAX0556-45-266 1<エ喝)



去、点下人日 E
Z或[J;I~ピ~

卦Hi)'肯..../"，乍る

草餅とキ白餅

緑の美しい季節.緑がおいしい季節でもあります.早川のおばあ

ちゃん遷は、この季節、おやつに草餅や柏餅在作ってふるまうのが定

書.よもぎは「もちぐさ」とも呼ばれるほど.もちろん、よちぎや柏の葉

は、買うのでなく取りに行きます.

今回!立、事沢の杉山美智子さんに教えていただきました.その昔、事

沢や七面山霊山口では、七面山の書簡害 lこ『草餅 J在作って売っていた

そう.季節在感じる棄朴なお薫子、どうぞ作ってみて下さい.

・材料

〈草餅 10 個分〉

米の粉 25C 淘

熱渇 50 0cc

よもぎ 1509 (ゆでて刻んだもの)
あんこ 40 句(市販でも可)

〈柏餅 10 個分〉

米田粉 3匹)g

熱湯 50 血友

あんこ 40匂{市販でも司

柏田薫ー， 0牧

-作り方・ l草草餅、.'~1Il餅.・，.共通

上

λ
仕

割

に

で

型

疎

開
n

M

N

軒

州

地

ば

生

の

、

“

弘

制

割

た

、

を

2

し

こ

日

分

ん

〈

岬

品

よ

引

て

を

し

@ゆでたよもぎをフー

ドブロセッザーなどで

掴かくしておく.

畢 4岡

間'
@米の粉に勲渇を固し

入才L こねていく.・初

は熱いので、しゃもじで.

伽読者の声
.(前回取っ上げたデザインについて)非m

に興味のあるものでした.ここに・らす人々

の生き槍のようはものと、密嫌に間違してい

るのではと推繋します. (茅野市 K さん)

・(!I I口邸につUて)当時としては斬新忽デ
ザインで、しかも地元の大工さんで作られた

事に鵬きがありました. (晶川区 Y さん)

・(!I I口邸について)修会でI~ (中略)奇銭怠

デザインU珍し〈怠いですが‘大工さんの心

愈気を感じられるような建物I~少広いです.

さすが寧川 I (千代図IKM さん)

.集鶴今回の取材で‘..1!Ilも新たな観点

で地械を見直す・ができました.他にも早川

ならではの暮らしの風慣をた〈さん見つけ

ました.いつか紹介できたらと恩ってます.

@生地がまとまったら、よもぎを加え、

さらにこねる.

@よ〈理ざったら、 10 If分

した生地を丸〈のほして、

あんこを包む.

ンポジウム等を開催されてはいかがでしょ

うか'. (品川区 S さん)

・品川区その他の交流、高校生、緬祉関係、若

者夫婦えまどを取り込むアイデア、プランを紹

介してほしい.品川区の若者をもっと多加さ

ゼるプランがあるはずだ. (品川区 M さん)

.集甑貴重なご憲見ありがとうございます.

品川区と阜川町の交流も 20 年が経過し、新

しい展開が必要だと感じています.地元と畠

川区民の双方が肴足できる、新しい吏涜のあ

り方を考えていきたいですね.

GZZB
帝木蓬生

ゾyレノヱ.集落の高島化、過疎化の進む中で、 ..会か

らは l タ ンしたい著者も浴えています.そ

うした紋置を趨まえ空き寂や紛作厳東地を

活用して毎会の著者に特産品づ< ')・の仕

事の唱を鍾供する企画巳ついて、品川区でシ

骨

@沸脂している燕し鰻に餅を並ぺ、的
5分 ':5"' 、かす.箸をさして餅がついてこ

怠ければできあがっです.

|・ [~I :Q.ゃまだらけ .

42 号特集 (8 月上旬お届け)

「茂倉の緋」
新・から山道を 5同ほど登ったところに、

茂倉(もぐら)という集落があります.新倉

と+谷(現富士川町)を結石峠道の途中にあ

る、奥深い山の中の集落です.

人も減ってお年寄っも増えて大変l芸大変

だけど、でも、とにかく元気いっぱいなのが

茂倉.相獲や三番安など、嘗怠がらのお祭')

や行・もちゃんと残っています.

その脇除I~何だろう.次号で!去、『鉾Jとい

う恨点から茂.を覗いてみます.

鉛.の名作 a昆

『ハイユニ』苅W
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